


はじ め に

一乗谷のll」か狭まるところ、北の人11に ド城戸を、そこから 1.81ヽIn谷17もに 1．．城戸を構築し

城―卜1町の和炭部を区圃するとともに、出人I_1としてし、ました。 ド城戸に1見lしては、すでに

内側 を発1)』調在し、保仔整11ijj1・.'j¥'.も行ってしヽます。 1．．城｝ iも復IJ¥(丸附Iiliしヽたすべく、本年度

発41iti調在を実施した次第です。

城戸 1_1を明確にすることはできませんでしたか、本米の十．凰の規校や構築J;・法を知るこ

とかできました。また上訊の内側には十．欺に 平行して逍路かあり 、それに 1(1iして小規校な

1脊敷か＼li;．んでしヽたことも分りました。 I•• i代の南lftiに沿って外沿跡かあり、 トレンチ調在で

深さなどを調べました 3 i蒙の南Iiiは指定地外のIllんは＇に含まれますので 、所打者のご協力

をしヽただき 、発掘調ftし111晶を確認しました。

1,;：jさ5Ill の I •• 以 j ．．にはさらに塀などかあり、長さ 105 Ill も続し、てし、たと推寮されます。

また1-iijl(Iiにはl|lhil2m、深さ 3mの濠が掘られており 、 l．．城戸は城下の町並のlF.［ftiにふさわ

しく、常．々たる偉容であ ったにちか｀し、ありません 3 外沿からは朝介氏の家臣と息われる 名

前か墨内・された木簡などi'i:1ft.な逍物も 出!・.しました3

環J3位内各備は 、城I―iノ内Il1.1）との西側の古野本地係で1i• しヽました ， ．1J.：院や武家犀］放、町届な

どの跡か数多く検出された、＇か渕地係から関間野 、1『野本地係に広がるこの地区の発4)iI！調

在や環境格hiij は 、 本年度で一•応終 J' することになります ？

・1，'各11iii}j法はこれまでと 同 じような杓(1i的整備ですか、ii」裾の石坦などを復原補修するこ

とによ ってヽ 9/:1本的な変化をり・えることかできたのてはなしヽかと息しヽます。逍構は全体的に

は平・ l hi 的ですか 、 1 ij • I Ih i 的に配 ；行さ iLたtll/i¥lム・し、街路、内各然と、jf;．ぶ大小の）我敷跡などから、戦

国II、If代の大規校な！！択し、のある III]、If;．の様 J’・をしのぶことかできるのてはなし、でし ょうか，

おわりになりましたか、1i．応の実施にあたり、種々ご指i§、ご援助を¥.‘ただきました文

化1 『 、 朝介氏追跡調 ft研究協議会、伽 J-l ••Ifi教ff委員会などの関係各位．、 ならびに城戸ノ内

IIIJをはじめとする地 Iじの皆様に心から感謝IIIし 1．．げる次第です。

‘I ; I成 1じ年'-:1) j 

朝介氏追跡賽料館 K• 藤 原 武
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第61・ 62次発掘調査（上城戸跡）

昭和61年度に城戸ノ内の北の人に1である下城戸の発掘調在を終えたのを受けて、本年度は南

の入口である lこ城戸の発掘調4tを行った。調奔の主IIIしは、城戸口の発見とその構造を下城戸の

それと比較検討することに樅いた。 1:．城戸は下城戸より 2km南の一乗谷か最も狭くなったとこ

ろに位附し、東の山麓には上城戸の守 りのため堀切と 二段の郭から成る櫓跡が存在する。

発掘調奇は、福井市東新町字上城戸地係・城戸ノ内町字上城戸地係の約4,000m'について、昭

和63年 4月17日から63年12月21日まで実施した。

近辺の調知こついては、昭和58年上城戸の200m南東新町字斎藤地係において一乗小学校の

プール建設に伴う発掘調介を行い濠に囲まれた館跡を検出した。また、 一乗谷川の対岸になる

か、昭和50年と61年の両年西新町字心月寺所在の一乗小学校の校舎改築に伴う発掘調任を行い

道路跡と 1町屋跡を検出した。

発掘された遺構 (PL. 2-10、第 1~ 5図）

l：城戸の発掘前の状態は、士塁の東半分は削平されていたが西半分約50m分か残っており、

濠についても川よりの約20mか2m近く深くなっていた。ただ、周辺の地形は、昭和46年に圃

場照備が行われたためすっかり変わっている。挿図 1は明治 9年の地藉図であるが圃場格備前

の周辺地形図とあまリ変化がない。発掘調ftで

は、士塁、濠が100mにわたって検出され、土塁

の北側裾には砂利敷の道路か走り、道路に沿っ

て石柏施設、井戸か並び、小区画の屋敷跡の存

在か推定された。

土塁SA3631 東側の山麓から北西の方向にほ

ぼ直線的に105m伸び一乗谷川に達する。輻は

）店底部で16mを計るか、 上端部は、削平と風化

で最大で3mしかない。西端の幅は、石列 SX

3668 ・ :~667などから北に扇状に広かり約22m あ

ったと推定される。高さは、北側道路1(1iから 6

m、南側の濠の対岸からは 4m、i裟の底からは

7. 5 rnある。一I辻加の勾配は、外側、内側とも45°

前後で後の軍学沓にし、う 「矩勾配」になっている。

士塁の西端は石~I(S V 3651が築かれている。
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挿図 1 上城戸周辺地籍図



石垣は、かなり傷んでおり南半分と上半分を欠き、残存する石垣も大きく迫り出している。確

認できる高さは2.5mであるが、築造当初は十．塁の．卜端まであったと打えられる。l.7mXl.lm

程の巨石も使用しているか、下城戸の石垣より 小振りである。：いは前面にも石坦SV3657・3658 

が栢まれている。しかし、濠の中に崩落している石の植からして全I(Iiに::{jJ:且が柏まれていたと

は名えられない。土塁盛土部分の下+が石虹となっていたのではないだろうか。また、石坦とし、

っても裏込めかほとんどなく 、表面の 1石分を作石風に柏み上げただけである。士恩の内側東

寄 りの一部にも 、小振リの石を垂面に柏み上げた石垣SV3659になっている。

土塁の内測西よりで土塁に昇降するための坂らしき跡が見つかった。石坦SV 3655 ・ 3656に

挟まれたところかそれである。輻が1.5m、現存長は 3m、勾配は約30゚ である。

土塁の構築方法については、 土塁を横断する トレ ンチを 2本入れて調在した結果、土塁），騨底

部にあたる茶褐色層の上面ははぱ平 らで 、 その卜に砂利や砂質 —tが 3 ~ 4層、 高さ l.4~1.6m、

幅5.5~7.5mにわた って盛られ、土嬰内寄りは枯底部から山土を盛り上げていた。このことか

らまず土塁を築〈ためのJ，陣底部を平姐にし、濠を掘ってその土を盛り上げ、東の山裾を削って

土を運び盛り上げたと推定される。土塁を築くにあた っては一層ー）習の士層か厚 く、版築のよ

うな技法は用いていない。また、 100mにわた って一度に梨き上げることは困難なので、 5~ 10 

mのプロ ック単位に盛り 土している。それは SX3669-3674にみられる 土娼を横断する一連の

石垣から判断された。石垣SV 3652 -3654も縦方向ではあるかそうした石J:fiの可能性もある。

この築造法は、下城戸でも見られた。

土畠中央付近の北側の裾部から道路Ihiにかけて厚さ10cm程の焼土層かみられ、「朝介始末記」

の記載から桂田長悛減亡時の焼土と推定される。焼土の厚さから土塁の上には土峡を持ったあ

る禾閏度の建造物が存在していたと推定される。

溝SD3637 土塁の束半分の内側裾の石組溝である。土塁側の溝石は一部を除いて存在しない。

この溝は、 土畠中央部で道路を斜めに横切っている。一義的には土畠斜面の水を排水する機能

を有すると考えられるが、 土畠西半分にはこの溝がなくかわりに裾石SX3675-3677が断続的

に存在する。

濠SD3634 東端は山裾に達し西端は一乗谷川につながる。現存する長さは土畠と同じ105m、

幅は対岸の田に トレ ンチを入れさせてもら って確認したところ約12mあり、深さは田の面から

3mある。底は平頂で箱堀である。濠から出土した追物は非常に少なく 、西端の トレ ンチから

県書木製品が出土したのか目立つ程度である。濠の埋まり方については、一乗谷滅亡後のかな

り隼い時期に1.5m程埋まり、その状態か長く続いたらしく直径30cmを超す杉の切株が多数存

在した。

道路SS 3650 土塁の北裾にある砂利敷の通路で、80m分が検出された。輻は西よりで4m、

東に向かって少しずつ狭くなり、 S03638付近では輻1.5mしかない。S03638から束は輻 2m
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に広か＇） 3 ％の勾配をも っ て 1•• っ ていくか束端は 不明 。 逍路面は 2 ~ 3 1gl、合わせて15-20cm

籾約の総 I．．げが必められる。

暗渠SZ 3662~3666 道路の東半分には道路を斜めに横切る賠梨か 5本ある。溝イiは 1段のみ

で使用されてしヽ るイiも小さく、溝lPi,iも15国内外と狭・し‘。 SD3636から S03638までに存在する

3本のIIi,i来は、ほぱ6Ill間隔にある 。SZ ~665は 、 J中戸 S E 3643からの排水路であるところか

ら、 他の IIit 梨もそうした 1•II能性か強い 。

障壁SA3622 道路SS 3650と北側の尾敷群とを1料てる -t・.J-iJ/の），，;礎と名えられる。IIIhiは約1.2m

で、断続的ではあるが約28111確認できた。-t・.J-J汁の）II_i礎の北itillれ列は水田の段にな っていたため

瑣存状況が悪い。なお、 SX :3681はl旅収の続きのように 見え るか、 ゎ列の1川のI｛りきか異な って

おり別の滋構である。

石積施設SF 3644~3647 北側の）や敷の瑞枡で北の1/1iかすべて壊されているか、l.5mXl.2rn

深さ0.7m和である 。Sf 3644は、 SF :'l645の西収を壊して造りなおしており、 SF3647を除し、

て障収3622の I‘府にある。

J.J. 、、近北にあるイ i柏み施設で 2),I;‘ I'•1丁に並んでし、石積施設SF 3648 • 3649 it路 SS ~650の中＇）．I•1寸• -

る。SF3648は長辺が 2IT]とやや大きく ‘1-:1/1i形か逆L字状になる 3

井戸SE 3642 イi柏み施設SF3648の東にあるイi柏の井戸で、直径60cmと小さ〈て底まで掘れ

なかった。

井戸SE3643 逍路の東端近〈で見つか った。この井戸も直径60c:rnと小さ〈、周辺に石敷があ

り、洗い場と思われる 。ここからの排水は11if渠 SZ 3665を通って溝SD 3637に流れ出る。

東山裾トレンチ 1 ．．城戸の東ーは高くなった平」•II．部は、山制を城戸 l」と想定すると何等かの防

御施設力予 想されるため、東西｝j向に111M3 Illのトレンチを入れた。 1・層は削平されたらし〈追

構は検出されなかった。 1く）習から建物の礎ィiらしきがと 1-lj形の溜桝 (SX 3688, 89) らしき瑣

構か見つかっただけである 。

北東部のトレンチ 如 II i居の一段闘くな っ た平J•II．部の北の端にあたるイ iJ:ri.S V 3661とそのドの

溝SD :1641を検出した 3

今但lの主IIlしとした城戸 l」は発見できなか ったっ川1ilIlにつしヽ ては、 1-.t;!_の端を,{jJ:且で築し、てし、

るが、イi坦か`ー来谷川に対する過／こドとも名えられることや、後世の護恥 l..＇ドのためイ jJ:r(．の）店底

部が調ftできなかったことから城戸 11との確，研は得られなかった。束の山剃は十．以かすっかり

削j‘ I;• され地山か表れてし、たことから確認できなか っ た 。 しかし、 -I••t;｛を入ったすぐの地区が小

凶1l1jの屋）孜群と推定され、 ド城戸のすぐ 内側が町）病群であ ったことから 1．．城｝ゴの小区11hj群も111[

射の II［能性もあり囲味深し、つ

ぷから出 t・.した木愉 「たくみ殿ましヽる ‘iー：佐」は、 「朝介始末，記 義秋、1‘,1’iI［朝介犀形il：御成

次第」の，記述 と併せて 、 IJ成戸のすぐ外に，；屯災の屋敷跡かあ ったことを推定させる っ

- 3 -



発掘された逍物 (PL.11-20、第 6~13図）

ヒ城戸の調奔は、而柏等の都合により 61・ 62の二次に分けて実施したが、今回の報告では、

二次分の逍物を上城戸の遺物として郷めて扱うことにする。また逍物の大部分は、城戸の土畠

S A 3631を挟んで南側の濠S03634と、北側の平地という性格を異にする区画から出土してい

るため、これを分けて扱うことにした。出土遺物は、総、点数20,275を数える。内訳は、表 lに

ホした通りである。概観すると 、土師質土器の全体に占める割合が75％と高く、越前焼が14%

余りとこれに次ぐ。残りは瀬戸 ・美濃焼等日本製陶器、 青磁 ・白磁 ・染付等輸入陶磁器、金属、

石製品、木製品
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％と非常に少ないという傾Ihjが見られ、上城戸と類似している。下城戸の追物撒が5500と少な

いのは調佑fii柏や逍跡の保存状態の差等によると思える。

S D3634出土遺物

S 03634から出土した遺物は2960点を数える。追物の出土状況を観察すると 、東端トレンチ

では約50点、中央のトレンチでは約150、1J.I：しか出土していなしヽのに対し 、西端 トレンチでは残

りの大半が出土している。このことから、濠には緩やかながらも水流があったことか窺える。

西端トレンチは、土層の堆柏状況から一乗谷川の水流の一部か流れ込み、深の水との境にでき

た淀みの部分と名えられ、川の連んだ辿物と濠に廃梨された遣物か混ざって埋没したのであろ

う。磁物の内訳を概観すると、土帥質IIILが特に多〈約82.4％を占める。また予想されていたと

おり、滋の底付近の層から逍存状況の良好な木製品が多数出土し、 4％余 りの比較的高い省ll合

をホしている。その他は全体に低い数値を示しているか、特に越前焼か少ないのか目を引く 。

沿物は、 土師即Illや木製品の一部を除いて越前焼など細片か多く、また蛾的にも少ないことか

ら、 既に破担したものが 1．．流の犀敷から排出したものと思える。―I．．師質1111．に完形品がみられる

のは、使い捨てなど、その用途と関係あるのかも知れない。

越前焼 猥 ．壺 ．揺鉢等か出土したが、 ．htは非常に少ない。(1)は、口緑か内湾する鉢で、 LI

径約14.8cmを測る。(4)はIII群 b、(2 • 3)はN群の揺鉢である。

瀬戸・美濃焼 鉄釉は碗が多く、灰釉は 皿が多い。(9）は黄瀬戸lll1である。口径約11.5cmを測

る。饉付きから直線的に1捌いた1l|ilは、 口縁部で外反する。腰部は露胎であるが、釉或は鉄分の

流下か見られる。底部は、内側を削り、高台をつくる。高台内にも釉が施されている。(10)は

鉄釉の壺である。破片であるため全容は不明だか、屑部に耳が付く 。灰釉碗(12)は、スタンプ

で辿弁を描いている。(13)は、口縁が外反する IIIlである。口径約11.4cmを測る。見込には印花

か見られる。(14)は、底部を浅く削り込んだ碁笥底のIIILである。口緑は緩く外反する。

土師質土器 1111かほとんどである。概観すると (17~19)等CH［が大半を占め、 (16)締のB煩、

(20)等のD類がこれに混じる。

瓦質土器 わずかに 3点が出士した。香炉(21)はそのうちの 1点である。口径約10.6cmを祖Ilる。

追存部分には認められないか、脚か付くはずである。

中国製陶磁器 63、点を数える。肖磁は碗が多く、染付は IT!lが多い。白磁は、 1111かほとんどで、

碗は含まれない。(22)は、粗い調千の線描連弁文を施す青磁碗である。口径は、約12.8cmを測

る。(23)は、腰部か大きく張る青磁碗の底部である。見込みには一重圏のなかに印花かある。

高台内は釉が拭き取られている。底部だけを残すよう、意図的に体部を打ち欠いたものと思え

る。(24)は、村白磁、腰折れタイ プの!Illである。高台は、貼付け高台である。釉は、 全体に掛

かるか、高台儀付以内は露胎てある。白磁坪 (25)は、口径約6.8cmを測る。府llれ目には補修痕

か残る。(27)は、いわゆる 「餞頭心」の染付碗E群である。見込には界線のなかに人物を描き、
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゜

- Cコ

- 0 

をはめ込ん で作 る。(11)は、銅製の溌である 。L之さ約

l6.5un、i［さ5.5gを測る 。如部は断1f1i長 Jj形に作るか、

中央か ら先端にかけて円形に作る。頒部にはJ1i1jjl!IJ1f1jから

の扶・ りがある。

- 0 木製品 総，しせ数12()を数える 。建築部材玲一括扱いとし

たものもあるので、本米の個体数は史にj,;りす。(32)は付

け札である 。長さ約21.3cm、l|lhi約4.3CIIl、肘さ約0.4cmを

;！！ijるつ 1 ・部・ 111央・下部に 3対 6箇所、約 1~ 2 Illmの切

5 cm 

挿図 2 S D3634出土遺物

翡台内には二屯界線のなかに 「長命富乳」が，りかれる 。

討j台外側にも弄線か二4叫1かれる。＇既付のみ鉗胎である 。

(28)は、外1(1iに旭 ，＇，し文、内1(1iにアラペスクがh'liかれる 。

B群VIIに分頒される端）又り のllllである。

金属製品 銅銭が18枚出 tしたか、内12枚は 中央トレ ン

チから比較的まとま って出士した。内成は、永楽辿窮10
．：．： さ

枚、大観辿窮 2枚である。(30)は、銅製鑓である。長径

約3・ 6 (•m 、短径約 1 ・ 9Clll、爪さ約5.6 gを測る。約 5nlInl|li,', 

の件加1人の材を柘円形に1，'各え ll'［部で接合し、 1hiとなる銅板

込が施されてしヽる。 1 •• ・ド部の切込は衷 1hi に ['[ i直するか 、

中央はじ［通せず、表面か ら斜めに削り 出し ている 。忠内

は 「たく み殿まいる 宇1r:」 と，記され、 墨自体の逍存状

況も良好である。(33)は 「成丁たちまち」の根心かある板状木製品である。下部を欠く 。直存

する長さ約11.9cm、illhi約2.5cm、1厚さ約0,4cnlを測る。 l・.i'f/1災1(1iの艮辺と、原i辺の中央に各々 l

箇所切込かある 。 衷面の I‘•{fl；か約 I.3c-mi/lh\ の 4侶IK に 変色し ておリ 、付杓物の痕跡と、思える 。 渇

,i}は、はとんど場が残らず、 やう じて渇，1｝部分の木質か浮き出てしヽる。(:-l4.:-35)は、什経であ

る。1/1M約 2CIl1行の浙．し‘:{，1J板に経文か忠沿されてしヽる。内容をみると 、(34)か 「二二lイiオミ心顧牛

彼国雖不にコ大修功［二二」 とあ り、 (35)か 「二ご］轄相杯清砧□求I韻化二二」 とあるので 「無：，；），J・.
経」下巻の部分であることがわかる。(36)は折敷の尖1(1iに斗灼l}のある例である。折敷は一辺約

17,6cm、原さ約0.4国 を測る。壊，1｝は根の薄いifli分も あるが 「ひつなへにや」とも ，沈める。(37)

は独楽である 。内lhiに朱で1月か描かれてしヽる。本逍跡で独来の出十．し た初例である。漆碗は 、

22、1!.［が出 1：した。(:38• 41)は、，＇l．＼漆の内外1f1iに朱漆で潅茉文を4繭く 。LI径は15cm利度におさま

る。(:39• 40)は、、開漆の内外1f1iに朱漆で開扇文か描かれる 。l_1径は14cmf芋度である 。(45)は、

用途不明のJJll上木である。）しくれ各形した如部約 2('Illを残して1,：故 し、 先端を尖らせている 。災

面には虫喰しヽかあ る。(44)もJJli」．木である。枠材を縦｝j向に J・術に削る 。(48)は竹のJJIll．．晶で
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ある。（釜約6.6cm、1崎さ約6.4(＇Inを測る。節の部分を底部としていたよう である。表I(Iiは縦方向

に削り、 l_1緑端部は1(li取りする。この他‘片ド駄(42)、硫櫛(43)、IIII物底部(46)、折敷脚(47)等

か出士した。

S A3631以北の出土遺物

S A 36:31の北側は、 SS 3650 を挟んで溜桝 • 井戸を伴う／我敷かあり、 ’I·：活逍物か出十． した 。

越前焼 III群 aの猥(49)、Nifi’:cの(50)等か出十．した。(50)は1日に 「本」とf各ー(-l=Iのスタンフ

が巡リ、ヘラ，記号か亥l」 まれる 。 t':t ( 52 ) は 、 hl 部に枯十．紐を貼付け、その 1 ••1立にヘラ，記号かある 。

小壺(54)は、I’i然柚の掛かる屑に 「H」字のヘラ，記号がある。内1(1iには、鉄錆が付杓してしヽた。

(55)は揺鉢形、 (56)は口緑が内約する鉢で、ともに外1f1i底部にヘラ，記号がある。LI緑が内沼す

る鉢は、 II 緑 を 内傾し て 切る小 11性の例が多しヽが、 ( 57 ) は 、 1立大径約：う〇(•In と ）ぐ判で、 I I緑も水平

に作る。(58)も大邸の例であるかIJ緑は内傾して切る。Il f条約27cm、1:．iiさ約18.5cmを測る。内

1f1i底部に砂鉄状の異物か厚さ約l.5un程沈澱した形で付杓する。揺鉢は(60~66)等、 IJ緑直 I<

に段或は沈線を巡らすW群が主体である。(63)は、片 l」か付く小門＇！の例である 。外1f1i底部にヘ

ラ記号かある。(59)は、III群 bの例である。IJ緑内側のややドかった部位．に、沈線か巡る。

瀬戸・美濃焼 訊叶軋戸碗(67)は1本部か直線的に大きく開く碗である。I)要部にはサビ釉を施す。

(68)は、 IJ緑部のIiiiII|lか強い貨瀬1ゴナ<l」茶碗であ

る。鉄釉碗は、小邸の(69)、LI緑下のIHiIII1の弱い

(70)、屈曲の強しヽ(71• 72)等かある。鉄釉llll(73)

は、体剖切嘔付から外反するタイプで、底部内側

を削り高台を作る。全体に施釉され、見込に 目跡、

閥台内に輪 l、チ跡かある。(74)は、内約するタイ

プである。底部内側を削って高台を作る。全1f1iに

施釉され、見込に卜1跡、性付に輪トチ跡かある。

(75)は11径約 6('Illを測る小1,；'！の香炉で、脚を貼付

ける。鉄釉では他に水滴(76・ 77)等も出．tした。

灰釉 llllは、 (79~8l)等、ll|IIlか丸 <LI緑が外）又する

タイフか多し‘。(78)は、ll要折れでLI緑か外）又する

タイプである。ll要部以下は鉗胎で、 1碕台内に「JI:」

字の忠内がある 。(82)は、灰釉の香炉である。！l要

部以下かi1i:I：した。腰部の径は、約12cmを惧llる。

l氏 i,fli には !TI] 転糸切1J姜かある 。 腰部 l‘• 位に、形骸化

した脚を貼り付ける。

土師質土器 llllは(87~90)節のC頒か多く、 (91・

- 7 -

挿図 3 越前焼深鉾



92)等D類か混じる。(85・ 86)等の丸!Illは少ない。(84)は、袴附きに用いる ll.!Illである。長径

約5.8cmを測る。土釜(93)は、ヘラ記号がある例である。鍔以下にススか付硲する。

瓦質土器 (94 ・ 95)等香炉が出土している。(96)は花瓶である。口頸部は朝顔状に開き筒形の

短い）Jl,ijをもつ。脚を欠く 。）Jl,ijには軍文と蕨手文が巡る。

中国製陶磁器 青磁は碗か多い。碗(97)は、見込に印花、外面に線描辿弁文を施す。1討台内は

中央を残して釉を拭き取る。(98)は、外面に略式の辿弁を、見込に花文をヘラ描きする。釉の

拭き取られた高台内に 「八」字の提冑かある。(99)は、小さな刹台から体部が大きく 14廿〈鉛述

弁碗である。(100)はヘラ描きの弱い池弁をもつ小碗である。!Ill(101)は、菊 !Ill風につくる。

(102)は、口緑が折緑にな り、外面の辿弁はヘラで削り出す。(103)は稜花!Illで、二次的に火を

受けているため釉は荒れている 。 香炉(105) は青白磁釉か掛かる 。 底部をはほ乎j•Fl．に作る 。 ( 106)

は花瓶の胴部である。四方に竹節状の凸帯を貼る。この他、瓶の頸部(107)締が出土した。白

磁はJillが多い。!Illは、 (108-110)等、端反りの口緑で広い見込をもつC群の例が主体である。

(111)は、高台径か比較的小さく、底部を厚 く作るllll.である。見込は、中央を残して釉を掻き

取る。(112)は、内面に刑による唐単文が施されている。I不は、腰か張る (114・ 115)等が出士

した。見込は、中央を残して釉か拭き取られる。染付も !Illが多い。(116)は、口緑外面に波油

文を拙<D群の碗である 。 (117 ) は、口縁外 rhi に宙文、 /111ij に獅イ•と唐給文を描< E群の碗であ

る。!Illは、 (119-124)等端反りの口縁で広い見込をもつ 81群と、 (126-129)等枠笥底の1111.C 

群が多い。(119)は、高台内力屯拷胎の 81群Vl1のIIILである。外面/11,ij部と見込に同じ節：致で人物

が描かれる。(120・ 121)は、外而に4士丹唐草文、見込に玉取稲IIi子の組合せ、 (122・ 124)は、外

而に牡丹唐草文、見込に十字花文の組合せで、(123)は牡丹唐箪文と花文の組合せである。(125)

は、口縁が折縁になる例である 。枠笥底の !Illでは、外而に波油文と芭蕉築文を組み合わせた

(127 ・ 128)等が目につく 。(130)の底部は、中心を厚 〈円錐状に削り出す。泊j台内は鉗II合で、

「二」字の提書がある。

(133)は交趾三彩の小IIILである。径約5.4cm、高さ約1cmを測る。

石製品 バンドコ、盤等456点が出土した。大半か笏谷石製品である。(134)は平I(Ii柘円形を呈

するバンドコの盗、 (135)はD字形の例である 。蛉は熱を受けて変色し、赤味を骨びるものか

多い。身(136)は前面に 7窓か開く 。内面底部は机いノミ痕を残すか、 立ちl：がり部分は丁珈

に削る。(137)は、平面怜円形の盤である。四足が付く 。内外I(Iiとも丁寧に削るか、外Ihi底部

はやや札．I.〈、ノミ痕が残る。(141)は阿形の狛犬である 。頭と台座の部分か出土した。目・り，＼

・ロ ・指等細部に丁寧な彫刻が施される。(143)は板碑である。二体の五輪路を刻んだものと

思える。「永禄十一年にコ経妙祐 八月「ご二」を刻む。笏谷石以外では、硯かi1¥-tした。

(138)は、平面長方形で、衷面を削 i)脚を作る IBaタイ プであ る。(139)は、同じく長方硯で

あるか、脚の無い IB C タイプである。二次的に砥石として使用する。(140)は茶臼である。
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8分11niの擦り Hは、追刻等で 1単位15-19条とバラつきかある 。

その他の遺物 時期不明の追物が出

+． した。士錘（144)は、長さ約7.2cm、

径約3.8cm、1Lf釜約l.2cm、重さ約81.7 

gを測る 。 SA3631を崩した滋埋土

から 出十した。(145)は、人面を刻

むれ製昴である。石材は軟質で、重

さ約29gを測る。SS 3650上から 出

—!：した 。

9,1:Q) 越I・iij焼の分煩は、「県逍射直 ・災山線

改良T.1,；に伴う発掘，淵ft報告」1983に

よる。

'i|：② 1渭tli't'tllllの分類は、「朝介氏ji'i:跡発掘

，凋 ft 報乞• I」1979による。

"1忍）中国製陶磁器の分煩は、「15-16世紀

(1)染付碗 ．llllの分類と年代」 ft易陶磁

研究No.2.小野1982による。

l\> , I ¥ 
I 

V II 

ーニ139jj
I 

ビ

141 

’’三→142 
挿図4 石製品

三鳳
---- ---- グ ｀

り‘̀ミヽ ー・・・・・・・・・・・・-・・・・ ... I -II ／へ I¥¥, 

ー・ ・..-. -.. .臼----

-~---- —.. ----＂---

゜
挿図5 硯•その他の遺物
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上城戸に関する文献 上城戸の状況については同時代の確実な史料に乏しく、 111:記物などの二

次的な史料にみえるだけである。いま 『越州軍記』の閾係部分を引用紹介する（『辿如一向一

揆』による ）。まず同沓ー、永禄十一年：Ii月十七日朝貪屋形へ御成御門役辻固ノ事には朝介館か

ら足利義昭の‘i滞在した安養寺御所までの辻固の地点 （ゴチ ック）か示されている。

同辻l香l之衆次第、 大橋ノ通二魚住備後守、 柳馬場二青木隼人佑、 坂野ガ小路二桜井新左衛

門周、上殿ノ橋ノ通二氏家左近将監、遊楽寺ノ前二山崎小五郎、三輪小路二真柄備中守、笠

間小路二真柄左馬助・川合虎福、魚住彦四郎前二北村平三左衛門、魚住前二富田民部IK、河

原前二杉若藤左衛門尉、木戸ノ本二福岡聟干代、詫美前二佐々布光林坊、斎藤前二佐々布左

京売 ・小林三郎次郎、 小林前二干秋因幡守 ・同左京必、 クラカリ谷二堀平右衛門尉、森前二

瓜生係六 ・同源1且郎也

ここには」．．城戸の周囲に魚住前 ・河原前 ・木戸ノ 本 ・ii宅美前 ・斎藤前などの地名かみえる。

辻I乱の衆の名は 『朝倉亭御成記』にもあらわれるのでこの記事はかなり記録性が高い賽料をも

とにしたものと判断される。

次に 『 越）•印li 記』 四、 涵田弥六桂田ヲ退治之事の項には犬正 2 年正月の一乗谷の攻li)j 戦の叙

述がみえるので以下引用する。

同弐年正月十八日二、志伊（ノ）中郡ノ一揆蜂起シテ、所々騒動スルコト不斜、同十九日、

一乗ノ上ロ ・ 下口二手二分テゾ推寄ケル、下ロハ大野者共、其外志伊庄 ・ 坂北 • 本郷 ・ 棗三

郷ノ者、弓箭 • TJ杖ヲ帯シテ、都合三万三干余人、蜻誕蛭術ノ馬ノ五蔵太ナルニ乗ツレテ、

幻化ノ諸ノ形像ヲ出ガ如クニシテ、下ノ木戸口ヘゾ攻寄ケル、

上ロノ大将富田ガ其日ノ出立、殊二勝テ姿ゾ見ニケル、 （中略）、其次二毛屋 ・増井、雨夜

冑 ・枕頭笠 ・半頬当シテ、筒丸ノ具足ヲキテ、物ノ具ヲ卯、鐙突ヲシテ寄来ル、此人々ヲ始

トシテ、府中表近郷ノ一揆都合拾万八干余、我ヲトラジトゾ馳来ル、

役二又、桂田播磨守ガ出立、時二取テ珍敷ゾ見ニケル、 （中略）、礁飯ノ馬ノ太迅二打乗テ、

. I•ーノ木戸ロ ノ幻城表へ懸出テ、四方ノ士卒ヲ下知スル有様ハ、淡ノ高祖 • 項土ノ勢モ、処ニ

ハ過トゾ見ニケル、然二 •長俊、駒打ヨセ、虎ロノ体ヲ問バ、小林ハ木戸 ヨリ外、山ギワニ、

百騎計ニテ啓ヘタリ、長俊使者ヲ遣シテ、何 I、テ小林殿ハ：其二御入候、柵ヨリ内へ米イl英ヘト

云、小林聞テ、 左候、此処ニイI：テ、木戸二付敵ヲ横箭二射候ペシト申程二、蚊卜 云ヒ 、又下

ノ木戸ロハ、小河党其外寄合衆ナルガ故二無党思テ、駒引返ス処二、岱田勢増井 ．t届猪介

-li．六白人、木戸ヲ破却シテ、 一度二故卜攻入程二、内ナル軍兵ドモー支モ不支シテ、サット

崩ケリ、愁哉、長俊心ハ剛ナリト云ヘドモ、目ハ不見、敵ハ 1}手ニアレバ妻手ヲ払ヒ、 I剖ヨ

リ攻懸レバ北ヲ打払テ、恨l然ハテタル有様ナリ、斯呆処二、 w:勢攻ョッテ、馬ヨリ既二突洛
シテ、ハヤ頸ヲゾ取ニケル、同」1ー：．月廿日ノ朝ノばiiトゾ消ニケル、

越前守護代桂田長俊の居る一乗谷が上ロ ・下口の二方から攻幣を受けたのである。これによ
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れば 1．．城戸付近には木ri.柵 ・I・.ノ木戸旦ノ幻城表 （未詳：）などかあ って、守将：小林某は木巨

から外に出て山際に (i余騎でひかえて木戸にとりつく敵氏を柚矢に射ようとしたという 。この

晶l二しは軍淡的性格が強く、後日逸話をまとめたものであろう 。また行文か不明確であるが、こ

の時 1 •城戸から軍勢か侵入し陥落したものと判断される （ 概報 XVIII に下口としたが訂正する ）。

この他に 『越前国占城跡井館屋敷肘i』や古絵図などに記載があるか省略する。

上城戸出土の木簡の内容 今l』の調ftで外濠西端トレンチから 2枚の木簡か出十．した （以下A、

Bという ）。その文字内容の調4t概要を述べる。A・Bいずれも 1,11[IIにのみ文字か記され、衷に

はない。Aは 「たくみ殿ましヽる 宇左」、Bは 「Uじ「 たちまち」と栂かれている。Aの 「た」

「み」はそれぞれ 「多」「三」のが仮名、 「まいる」「殿」は古状などに用いられる独特の也体

で＃｝：かれている。Bは根の色がほとんど残らず、わずかに字が浮き 卜がって残ってしヽる程度で

あ っ たか判読可能であ っ た 。 2 、9•Ii ともによく栂きなれた箪致で丁寧に書き人れられてしヽる 。

Aは 「宇左」という人物から 「た〈み殿」に宛てて何らかのものを進上するという懃味であ

る。「宇左」は戦国期によくみられる名字と官途をそれぞれ一字ずつ組合せた人名表記法と息

われ、今のところ該当者は未詳であるか、朝倉氏の譜代の家臣の宇野氏に比定されよう 。また

「たくみ殿」は、これも譜代の重臣の詫美氏の当主を指すものであろう 。Iiij掲の御成のj上固の

麟ドから詫美氏の屋敷は木戸ノ本と斎藤前との中11_i]に想定されるが、本木簡の出土は詫美氏の

犀放の場所を明らかにするためにも重要な賽料を提供するものである。またこの木fif]の111,jjl!IJJlli

には上中下の叶6ヶ1iJj・に切れこみかあり （中の部分の切れこみは表Iitiにだけ亥l]まれていて災ま

で通っていない）、それは何らかのものを糸で括りつける機能を持っていたと推定される。ま

た文字内容も宛名 ・脇付 ．差出であり 、このような内容と機能は祖：、状の封紙」ぇ1::きによく似て

いる。本木簡の出土は一乗谷における朝介氏の家臣相互間のやりとりを実証したものであリ、

また古札礼や占文聾の研究」．．も i'i重な査料となるものである。

Bについては記載も簡単で内容も確定しにくいのであるが、「itし丁」 は一般的には物晶の数:1l:

（挺）もしくは忙卜離 ・位附 ・1hi柏 （町）をホすが、特定できない。また 「たちまち」は千秋氏

の一放で立ll「J郷 （現鯖江市立待）を名字の地とする立町氏とみるのが妥当であろう 。

千秋氏は室町硲府の奉公衆の家柄として知られる大族で、越前では15・世紀中頃に越知山地珀

職 ・糸牛郷山方 ・野田郷など丹生郡南部の一4府に所領を持ってしヽ た。また加賀では15・111:紀後半

にii詔郡熊坂庄の地頭に千秋氏かみえ、またその煩同郡樅北）・［代官を勤めたT秋 （ゞ1:11「j)｛加、i

守は同郡の在地有力武-!：であ った （加賀市史通史上巻）。

またり芯正 Jじ年4月にi;i:)付か河LJ)主細呂＇1[郷以下の迎行につき千秋 ・＼7.1町氏に合力を命じてい

ることや、文明 Jじ年 7月に越前の戦況につき朝倉孝娯と立町某か合流して斯波義敏方についた

という偽の1’I'i報か流れたことは （安位寺殿御自記）、この時期の立町氏の軍リ，;・的爪要性を示すも

のである。本木簡は年代未詳であるか、＼［町氏に1具lする数少ない確実な賽料となるであろう 。

- ll -



第 63 次調査

本調壺は、昭和63年12月2日より 19日までの期間、特別史跡一乗谷朝倉氏遣跡にかかる城戸

ノ内町字木蔵の地係において実施したトレンチ調奔である。調森の目的は、従来の而的な瑣構

確認調査では十分把握し得ない、 一乗谷内の城下町の構造に関して、その必要と息われる地，［・1i

に最小規模のトレンチを設定し 、その地点での逍構の検出を通じて、合埋的かつ円滑・に全体的

な城下町の構造を把握するために不足を補い実施しようとするものである。

今回はその第 1回目にあたり、史跡整備計画の第 3の拠点である赤淵 ・奥間野地区の数次に

互る調査で明らかにされた、寺院・武家屋敷群における 「南北幹線道路」か初期の調代で確認

されている平井地区の武家屋敷群の「南北道路」と、どの地，点でどのように連結しているのか

を探る目的で設定された。 トレンチを設定した地点は字斎藤との境界に近い、八地谷の南側、

月見櫓下である (PL. 21上）。 束西方向60m、南北 3mのトレンチで、10mおきに 3X3mの

グリッド掘りを実施し、遺構か検出された箇所については逐次オ広張し、各グリ ッドを繋し、でし＼

くこととした。而栢は約200面であった。

調査の結果、 トレンチ東寄りの 1段目の水田面 (Bグリッド西）で、南北に走るものと推定

される、幅約1.8mの砂利敷「道路状逍構」を検出した (PL. 21下）。2段 目の水田の畦石坦

が南北方向に栢み上げられており、砂利面の上層はかなり荒れているが、 厚 く翡各地されており

長期に互っ て使用された道路と推定される。発掘調禿の所見からこの道路の輻は旧水田の畦石

垣下に続くか、畦の上には 2段目の水田而の遺構、少なくとも井戸を伴う追構面(Cグリ ッド）

かあり、畦石垣 1列分を取り外した部分以上は幅は広がらず、最大限に見柏も っても約 2mと

判断される。

これより西側、 2段目の水田面 (C・ Dグリッド）では前述したように井戸、ljl晶約 6mに亙

って広かる砂利敷面、石列等々を有する屋敷跡が確認された。更に西側の、 3段目の水田面(E

・Fグリッド）では南北に延びる小土塁、礎石列、溝状遣構、甕埋設瑣構2、砂利敷面等々を

検出し、屋敷が2区画に互っているものと推定された。この調杏は次年度においても引き続き

実施する予定である。

挿図6 第63次調査区トレンチ（グリッド）設定図
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環境整備

特別史跡一乗谷 I:!）•]介氏迅跡は、戦国大名朝合氏が領国支配の拠、’·'．［として築いた 「町 」 か山城

や城戸そして居館 ・ 武家屋敷 ・ 寺院 • 町屋と lfii とし て良好に逍存し 、我国の歴史を知る 1 ．̂ で欠

くことの出来ない史跡として広〈知られている。そこで、この良好に追存する迅構をして 「自

らを語らせ」、これにより、ここ を訪れた人々が 「歴史と生きた対話をすること 」を目 指して

昭和47年 「史跡公園化計画」を スター トさせた。本年は、昭和61年に始まる 「中期計画」に），し

づき 、第51・ 52次発掘調在の結果を受けての平面復原悠備と見学者の休養の場を提供し、合せ

て周辺環境を叱各えるため、 朝介館と 濠をはさんで南に相対する新御殿の修娯整備を実施した。

以下、その概要を報告する。

第51・ 52次調―ft区整備エ (PL.22-27、第14-16図）

このエ巾は、昭和60年度に第51・ 52次調ftとし て発掘を実施した福井市城Fiノ内町字吉野本

地係約3,350面を対象とする平Ihi復原による保存格備事業である。この工事の設計は当査料館

で行い、この設計也にJ，しづき 、入札により施工者を決定し実施した。工事は昭和63年 9月1日

にオ年「．し、同年11J-J 7 I:lに完成した。

この工事対象となった第51・ 52次調任区の存在する地区は、城下町一乗谷の中心である城戸

ノ内の中利、 一乗谷川の西岸に位附し、これまでに約26,000m'という広い範囲が「hi的に発掘調

4tされ、その全体像かはほ明らかとなっている。すなわち、 一乗谷川と平行して地区の東に設

けられた輻約 8mの南北方向の道路と、これから西の山裾へ向って延びる約107Ill間隔で配さ

れた 3条の東西方向の道路を町割の骨格とする。そして、南北方向の道路に沿っては町屋と推

定される敷地間口約 6~ 9 m、奥行約13-15Illの小屋敷群が、 西の山裾へ向う東西方向の道路

に[(Iiしては寺院や武家屋敷と推定される土塁や門を持つ規模の大きな屋敷が多く配されている。

こうした，叶画的に造られた町並を平面的に復原展示することを主眼としてこの地区の保存整備

を進めている。

こうした地区にあって、今回のエポ対象地は、その南端に位附し、北は輻約 8mの東西方向

の道路、西は、この道路から南へ延びるIIIiii約 3mの南北方向の逍路で大き〈区画されている。

北の東西方向の道路に1hiしては、ほぼ中程に出土追物から医師が住したと考えられる小土娼と

門をす寺つ屋敷が存在し、東西には小屋敷群か存｛Iーする。ここには袋小路などがあって、これに

よって、この小犀敷の裏には大きな屋敷が展開している。南北Jテ向の道路は、西の山裾に存在

する一段高い大区油lとの境界となっており 、道路の西面には比較的大きな石を用いた高い石垣

かみられる。この逍路の東l[IIには1：以を持つ大規模な屋敷があ って、南端近くには門も存在す
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る。また 、この地区の東南部は南か ら延びる袋小路によ って1}fl発された小）希敷群が｛f介する。

こうした追構を）II~ 本的には如I i/1もj ,；することを '!,'各 f1iii 方針 とし た 。 そのため 、 町‘討ll を 小す追路や

．．堪・ 溝などのイ il•I iや イ i ダll を 補修 し、 近路は砂利敷舗装、中・ 大規校呈放内は赤十舗装、小射

敷群は砂利混‘ノイルセメント 舗装、礎ィi建物はレ ミファル ト舗装と する ことによって表ぷした。

また 、 J I ••I-i ゃ ィ i柏施設の イ i柏を flli修すると共に、 JI：戸には 出 1 : ｛りl] か ら 復 1Ji'，製作したイ i 製井戸枠

を、出入IIの一部にはゎ製踏什を設附した他、要Ji)j-には，hi木を植栽した。

以ド参ぢま でに l..’li仕様の概要をぷす3

盛土・整地エ 検出追構lfliの保護を叶り、 合せて舗装材 との間に)(り を形成し 、また内各hiiil-.1,；・に

姐；i：j．のな しヽ よう逍 }jになら って1_11砂で罪戻し i，'各地した。

石積補脩工 検出 した 溝 ・ イ i柏施設 ． JI•• 戸などのイ i梢逍構の内 、 作みか大きく崩壊の可能竹の

強 しヽ J祈や後•Ill：に 壊 さ れた J i) j• は、 発-H』時に撒1;• した 石 を 用しヽ て周 IHI の逍構に作／しヽ柏直しを 1iった。

石垣補修工 径 lm前後の大きなれを用しヽ た蒻さ2Ill近し、イはII．は、重機を用 しヽて柏直すと共に、

災込等 も念を入れ補修した。使川したイiは主と して転イiである 。

砂利敷舗装工

赤土舗装工

111士を湘＜敷き 、この I．．に 、li;．砂利を5cm)厚で敷き）1と1-,:した。

良 't'tの赤 1••( ）． 7 m ' に対し 砂利0 .3面の内lj 合で配合し、().7CInlばに展圧格形した。

砂利混ソイルセメ ン ト舗装工 良質の111砂0.15rn'当りセメント 1袋 (40kg入）を加え、少：Itの

水で良〈 ilも合し、放均しの過程で砂利ll.15 Illを均等にノゞラま き押 し付け、砂利の表面か少し現

われるよう名應した。似は 7C-111で、木ゴテで整形した。なお、 1{1:後に：山砂を湘くま き、硬化後

こiLを抽きよることで自然な表l(Ii処理が11J能なこ とか判明した。

ソイルセメント舗装工 溝やイii翡施設の底は、 1.l」砂0.3m唱',i)セメ ン トl・袋 (40kg入）を加え、

少:1::の水で良く混合し 、)'/5 ('Ol程度に木ゴテ で丸各形した。

レミフ ァルト舗装工 礎イi建物はその1勺(liフランをアスファル トブロ ック (25X120X240) で

/j・＜し 、内部は 、ますli,tしイt・を1’i:3 (1IIにりとH・：し ）店盤を作り 、この I．．にレミファルトをf1:1•• 1)厚5cm 

に展IT:内各形した。抜き取りの明らかな礎石を補允した他、f:I:I．．り舗装面の排水勾配 I．．不都合な

礎石はその直 I．．に偏‘ドなIril大のイiを；i/i:き、礎石配附を表ぷした。

芝張工 翡鹿芝片を11地IIlhi3 CIll程で張 り つけ、山砂を 1’}：薄のなしヽようまき H 地 を罪めた 。 斜•1(1i

にあ っては竹出 を）IJしヽて 固定した。

高木植栽工 樹’種はアカマツ、 ケヤキ、ヤマモミジ、ヤナギである 。允分に吟味した樹木を用

し、、追構保護のため鉢の，:':jさはどに盛 1：の I．．植栽した。 1：壌改良剤を})IIえ、鉢の周囲には芝を

如り 付けた。樹木の大きさは，心j3 m、幹廻0.15mf閏度とし、 二脚島），片支杜を付した。

井戸枠復原設置工 II••I i の径によ り これまでの出 十例か ら 2 種の凝灰岩 （~ 笏谷ィ i ) 製 井戸枠を

復原作成し、 これを設附した。

踏石復原設憧工 これまでの出 1-．例にや／し、1111,',0.6111、l文0.9111、駆0.12111の凝灰岩 （笏谷イ1ー） 製
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の踏右を復原作成し 、これを2枚セ ットで出入口の溝l_．．に設附した。

昇降用石段作成工 南北方向の道路を見学者の園路として利用するため、南端に径0.2-0.3m

杵．の石を用いて 5段の石段を作成した。

暗渠排水路敷設工 下層逍構の溝を利用したり イi.l:Ii裾を深さ30cmX ill/i¥30cmで掘盤し、ネトロン

パイプ（ <P100mm)を放設し 、周岡には砂利を入れ、地下水や伏流水の排水対染としてのIIif梨

排水路を設けた。

新御殿修景工 (PL.28、第17図）

エ1i対象地は、これまでの調ftによ り朝介氏 5代の当主義娯か住していたことが明らかとな

った朝行館と濠を隔てて南に位附する 区画で、輻井市城戸 ノ内町字新御殿地係約2,500111'であ

る。この地は、昭和46年の特別史跡指定以来、調ft研究と史跡管埋の拠，1!、（として長く仮設建物

が設附されていたか、これらの建物も賽料館や公園センターの1姐設に伴い撤去された。しかし、

この地は前述したように 1li)•j 倉館の南にあ っ て、また東の段 fr. . l •ーには義娯の母が住したと伝えら

れる中御殿も存在し、見学者の拠、1!,1.、として重要な場所である。そこで、こ うした兄学者の休養

の場として活用し、あわせて地下追構の保護と区画を表ホすることを目的として 、M¥.-l舟各地の

上芝生の植栽を行うこととした。当賽料館において工事の設計を行い、この設計粛に）んづいて

入札の上、施工者を決定し 、昭和63年10月12日に滸工 し、同年11月25日に完成した。エ')';は 、

まずカヤ等の雑箪の株を除去し 、山砂を平均約10cm厚に放き展圧 し、高鹿芝を 目地l|lhi3CIll程で

張り付けた。また山裾にサクラの麻木を植栽した。
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PL. 15 第61・62次調査・遺物 (5)
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PL. 16 第61・62次調査・遺物 (6)
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PL. 19 第61・62次調査・遺物 (9)
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PL. 20 第61・62次調査・遺物 (I0) 
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PL. 21 第63次調査・遺構
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PL. 23 第51・52次調査区整備エ (2)

全 景 （東北から）

全 景（西北から）



PL. 24 第51・52次調査区整備エ (3)

東半部 （南から）

西半部 （北から）



PL. 25 第51・52次調査区整備工 (4)

医師屋敷 （北から）
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PL. 26 第51・52次調査区整備エ (5)

南北方向道路と門 （南から）
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PL. 27 第51・52次調査区整備エ (6)
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第2図 第61・62次調査遺構全測図
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第3図 第61・62次調査遺構 (1)
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第5図 第61・62次調査・土層図
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第 8図 第61・62次調査・遺物 (3)
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第 9図 第61・62次調査・遺物 (4)

ヽ

59 

60 

.. . . r 

゜
20cm 

59~66越前焼揺鉢，



第10図 第61・62次調査・遺物 (5)
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第11図 第61・62次調査・遺物 (6)
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第12図 第61・62次調査・遺物 (7)
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第13図 第61・62次調査・遺物 (8)
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第15図 第51•52次調査区整備エ・詳細図

(-
。0 0 

(4 ; 1 •. hli装）

゜
碇石建物 ° 
D 0 

゜
（レミフ ァル I・訂1i装）

゜゚
0 0 

-(J戸プごpo--勺
Q 0 。

。。
。
釣09§iu
8ooo 

°<

Oooo 

O Oo oQ 

゜゜゜ ゜゚゜ ゜゜゚ 口D 記}。

0 0 

Oo 

。
。

{

。

n
V
o
Q
u
o
 

0
0
8
 

．．
 
、
A“ 、,＇̀

＂ 
⑦
-

)
>>

舗装）

三 oO区

゜
Q 

゜



第16図
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